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研究成果の概要（和文）：シェアードスペースは欧州で始まり、歩道・車道の一体化を進め、主に歩行者・車両
運転者双方のアイコンタクトによって安全を図ろうとするものである。本研究は、シェアードスペースを日本に
適応させるための諸要件を、主に(1)道路環境デザイン (2)リスク提示 (3)運転者への情報フィードバックの3点
から明らかにし、(4)リスク評価を行った。研究の結果、日本版シェアードスペースのためのデザインシステム
として路面のデザインが重要であることと、その路面デザインには舗装材料が影響していることを見出した。ま
た、シェアードスペースの安全性に関わる検証のための実験装置の構築をすることができた。

研究成果の概要（英文）：Shared Space started in Europe and aims to promote the integration of 
pedestrians and vehicles, and to promote safety mainly through eye contact between both pedestrians 
and vehicle drivers. This study clarified various requirements for adapting Shared Space to Japan, 
mainly in terms of (1) road environment design, (2) risk presentation, (3) information feedback to 
drivers, and (4) risk assessment. As a result of the research, we found that road surface design is 
important as a design system for the Japanese version of Shared Space, and that pavement material 
has an influence on the road surface design. In addition, we were able to construct an experimental 
system for verification related to the safety of Shared Space.

研究分野： デザイン分野

キーワード： 環境デザイン　リスク評価　リスクマネジメント　力覚フィードバック　アクセシビリティ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
シェアードスペースを実際に施工するためのデザイン要素を具体的に調査し明らかにした研究は少なく、その学
術的意義、社会的意義は高い。また、自動車と歩行者の安全性に関わる検証実験が欠かせないが、現実空間での
実験は安全性の面でハードルが高い。そのため、VR空間での実験の方法を構築した点は学術的意義がある。特に
歩行者が実空間を自由に移動できる「LargeSpace」空間での実験環境の構築は、シェアードスペースの研究の今
後の発展に高く寄与すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

シェアードスペースは交通技術者 Hans Monderman が 1979 年以降にオランダで試行してきた
もので、歩道・車道の一体化を進め、道路標識や信号機も撤去し、主に歩行者・車両運転者双方
のアイコンタクトによって安全を図ろうとするものである。その後、欧州で関心が高まり、EU

が事業費の半額を受け持つなど積極的に導入が進められている 1)。シェアードスペースを取り入
れたロンドンのケンジントンハイストリートでは重大事故が 60％減ったという事実もある 2)。 

本研究での学術的「問い」は「欧州でのシェアードスペースを、価値感や道路環境が異なる日
本においても実現できるのか、実現するためにはどのような要素を解決しなければならないか」
であり、本研究のゴールは解決に向けたデザインシステムの構築である。 

 国内では国際交通安全学会が報告書「生活道路の総合研究（2010）」をまとめ、ここで共存道
路の可能性としてシェアードスペースについての検討を行っている。京都では京都大学の藤井
らが「歩く・まち京都」の一環として 2 週間の実証実験を行い、その後三条通で信号を撤去する
などした実施デザインを行っている（2015）3）。 

我々はデザイン学の立場から道路環境の安全と美観の関係を中心としてシェアードスペース
に着目し、科研費によって欧州において道路環境デザインや個々のデザイン要素に着目した調
査研究を行い 4) 5)、また学内の共同研究を通じて一部実験 6)や、実験的な施工を大学構内で行っ
てきた 7）。また、代表者は内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム SIP の自動走行システ
ム（SIP-adus）の国際大会（2017）のワークショップにシェアードスペースの議題で招待される
などその研究実績が評価されている。 

本研究は、日本でのシェアードスペースの実施のために道路環境デザインと車両のシステム
構築の検討を行うものであり、まさに日本版シェアードスペース研究の先端的・中心的役割を担
うものである。 
 
２．研究の目的 
目的：本研究は、シェアードスペースを日本に適応させるための諸要件を、主に(1)道路環境デザ
イン (2)リスク提示 (3)運転者への情報フィードバックの 3 点から明らかにし、(4)リスク評価す
ることによって、社会実装するためのデザインシステムを構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

まず、各班がシェアードスペースのデザインシステムの各要素の調査・分析を行った。 

(1) 道路環境デザイン班（研究代表者：山本）：シェアードスペースの成立過程や実践の事例の
調査、資料収集を主に欧州を対象として行う。道路環境デザインの要素を抽出し、日本に適合可
能か評価する。また、並行して日本国内のシェアードスペースを適応するにふさわしい地域・事
例の調査を行う。 

(2) リスク視覚提示班（研究分担者：亀田）：シェアードスペースにおいて安全性を確保するた
め車両ディスプレイに付加する情報が何がよいか整理する。本研究で想定する移動物体，および
シェアードスペースの場のそれぞれに，安全性観測用のカメラ等のセンサを導入し，各物体の距
離を画像処理からの計測によって求める． 

(3) 触力覚提示班： 2 班のリスク情報提供を受けてシェアードスペースにおける車両側の危険
回避のための装置として、肢体不自由者にも扱いやすいジョイスティック型の力覚付きリスク
領域提示モジュールの開発を行う。シェアードスペースではウインドーショッピングのように



明確な目的もなく移動したり、車両ごと店舗に入ることも想定され、搭乗者（運転手）がその場
で進行方向を指定できることが望ましく、運転手は各方位のリスクを視線を変えずに知覚する
必要がある。そこでユーザが指示した方向の危険度を手への反力提示装置を開発し評価実験を
通して必要要件を明らかにする。 

(4) リスク評価班（研究分担者：伊藤）：シェアードスペースにおけるリスク評価手法の基本的
な枠組みとして、2 年目以降の検証実験のために筑波大学で保有する大空間没入ディスプレイ
「LargeSpace」において複数人の被験者が計算機内のバーチャルなシェアードスペースを等身大
で体験できる実験環境の整備を行う。 

次に、各班が引き続き調査・検討を行うとともに、各班の研究成果を統合した日本版シェアー
ドスペースのグランドデザインの検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1)道路環境デザイン班 

イギリスのポイントン、ボーンマス、アシュフォード、オーストリアのウィーンおよびグラー
ツ他においてシェアードスペースの実施事例を調査した。さらに国内の適応の可能性を探るた
め、茨城県、石川県および静岡県で実施調査を行った。この結果、路面の舗装材料にはさまざま
なものがあることと、舗装材料による路面デザインがシェアードスペースの自動車や歩行者の
行動に影響を与えることが推測された（図１、２）。 

 

 

 

 

 

図１ シェアードスペースの調査 左：ウィーン（オーストリア）、右：ボーンマス（イギリス） 

 

(2)リスク視覚提示班 

シェアードスペースを想定した環境において、場に存在する事物をカメラで観測する方法に
ついて研究し、システムを試作した。また、立ち乗り型小型モビリティロボット(segway など)へ
の搭乗時に、周辺路面に安全リスク情報を直接レーザーで描画する方式について研究を進めた。 

現実に近い街角環境を没入感高く体験できるＶＲ環境基盤の構築に成功した。被験者の視線
の観測にも成功し、その結果、車両の速度によって、被験者の確認する事物や範囲が変わるこ
とが定量的に明らかにできた。本成果は、主観評価スコアの信頼性を担保する方法論の構築に
繋がる。シェアードスペースという場の安全指標化のために、まずは基盤技術として、場の計
測技術の研究を進めた。そこに存在する点字ブロックなどの物体の検出技術についても研究成
果を挙げた。シェアードスペースを仮想空間として表現し、その上での安心感評価を脳波を用
いて行う方法についても新たに提案した（図２、３）。 

 

 

 

 

図２ 脳波を測定する機器 8)               図３ 脳波から計測される Attention 値と 

VIVE PRO EYE および Looxid Link       主観評価値の関係 8) 



(3)触力覚提示班 

車両周囲の物体との衝突リスクを運転手に通知するため、ジョイスティックに小型リンク機
構を複数個取り付けた外周力覚提示装置を開発し、衝突の危険がある方向の危険度に応じて手
に反力提示することでリスクを知覚可能なことを確認した（図４、５）。 

車両操作インタフェースとして力覚ジョイスティックに７ch のマニピュレータを組み合わせ
た全周囲衝突回避猶予時間提示装置を開発し、静止車両において周囲からの接近物体の認識を
行う評価実験を行った。その結果、複数の物体の接近に気づいてから衝突するまでの猶予時間が、
力覚提示なしの場合よりも有意に増えることが示唆された。 

 

 

 

 

図４ 外周力覚提示装置 9) 

左 力覚提示装置の CG モデル           

中 外周力覚提示装置全景     図５ ７方向からの物体接近に気づくまでの時間 9) 

右 実験の様子              青が全周力覚有、オレンジが無 

（物体の接近に気づくまでの猶予時間が有意 

に増えることが示唆された） 

(4)リスク評価班 

シェアードスペースにおけるリスク評価手法の基本的な枠組みとして、大空間没入ディスプ
レイ「LargeSpace」を用いてシェアードスペースを等身大で体験できる実験環境の整備を行い、
歩行者の行動分析を行った。さらに、シェアードスペースにおける小型公共モビリティの受容性
検討準備を行った。具体的には実物大バーチャルリアリティ施設での視認性と受容性評価用に
３D 車両データを作成した。事前検討のために、作成した３D データから 1/24、1/18 モデルを
3D プリンターで製作した。巨大仮想空間 LargeSpace を利用した歩行者行動実験における歩行者
の行動を分析した結果、車両の来る方向によって歩行者のリスクの感じ方が異なることなどを
明らかにした。 

 

最終的に、各班の結果を統合し、路面に接近車両に関する情報を提示する手法を考案し、評価
実験を行った。シェアードスペースにおける路面情報提示とそれを踏まえた人間行動について
実験結果を分析し、年齢や路面情報のタイプによる回避行動の差異を明らかにした。また、シェ
アードスペースにおける歩行者と自動運転車両とのインタラクションに関するリスク分析を行
った。一結果として、自動運転車両の次の動きを道路上に提示するサインのデザインをいくつか
提案し、巨大仮想空間 LargeSpace において歩行者に提示し、行動観察及びアンケート評価によ
って検討した。車両と歩行者双方の動きを組み合わせて提示するサインが最も効果的であるこ
とが明らかになった（図６、表 1、図７）。 

表１ 実験に使用したサイン一覧 11) 

 

 

 

 

図６ 「LargeSpace」における車両の提示 10) 



 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 実験結果 11)（車両と歩行者の動きを組み合わせた N が止まった人数が最も多かった） 

 

まとめとして、日本版シェアードスペースのためのデザインシステムとして路面のデザイン
が重要であることと、その路面デザインには舗装材料が影響していることを見出した。また、シ
ェアードスペースの安全性に関わる検証のための実験装置の構築をすることができた。 
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